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環境研究総合推進費 研究概要・概要図 
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研究課題番号 3-2603 
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研究課題名 廃棄物最終処分場における規制・懸念 PFASの適正処理体系構築 
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Construction of appropriate treatment systems for regulated and 

emerging PFAS in landfill 
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揮発性前駆体 PFAS、溶出試験法、固型化処理、PFOA生成ポテンシャル、浸出
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研究の概要 

2026年 4月から水道水基準に設定される PFOS及び PFOAや、2009～2025年に POPs（残留性有機汚染

物質）条約への追加が採択された PFOS、PFOA、PFHxS 及び炭素数 9～21 の長鎖 PFCA（これらをまとめ

て規制・懸念 PFASとします）に加えて、FTOHsなどの PFOA等の前駆物質とされている物質（これらを

前駆体 PFASとします）も含めて広範な PFASを本研究の対象とします。 

溶出試験中の揮散・吸着等を明らかにすることで最終処分場への受入廃棄物に対応したイオン性・

中性・揮発性 PFAS 用の溶出試験を構築します。また、PFAS 含有廃棄物のセメント固型化等の処理が

PFAS 溶出挙動に与える影響と、PFAS 前駆物質の処分場内での土着微生物による PFOA 等の生成ポテン

シャルをベンチスケール試験等も含めて実験的に評価し、最終処分場の維持管理方法による PFAS排出

量の制御方法を明らかにします。さらに、PFAS に対して有望な水処理技術を組合せ、その有効性を検

証し、現在及び将来予測される PFAS 濃度に適した実行可能かつ効率的な PFAS 含有浸出水処理体系を

構築します。これらに加えて、廃棄物処分場は廃棄物として受け入れた後に新たな化学物質が規制さ

れる“後出しじゃんけん”のような潜在的リスクが存在するため、溶出試験法と網羅的なスクリーニン

グ分析を組み合わせた未規制化学物質リスク回避を検討します。 

これらの成果を廃棄物の性状や性質を踏まえ、PFAS の管理方法及び実行可能かつ効果的な分解処理

などの排出濃度低減方法の実装や PFASを含有する廃棄物の適正管理方策として活用することで、PFAS

廃棄物の適正管理へ貢献することを目指します。 
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研究の全体概要図 

 


